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‐■■   近年、子どもたちを取り巻く環境の変化によつて、子どもの「生きる力」の希薄化が

■・ ■■‐問題となつています。「どうせ自分なんか・・・」と劣等感を持ち、自分に自信の持てない(大

|■ ■■■1切にできない)子 どもが増えていると言われています。これは、子どもたちが「生きる
|■‐■‐|●  ことの素晴らしさ」を実感できないところにその■因があるのではないでしようか。

お藻鳳湧鍵緯彗躍翼現1評磐銘盤崎ξ殿麗≧tヒは言
しさ」を実感できる契機となるのではないでしようか:     ‐

このアニメ■ションではtお互いを認め合うことの素晴らしさや、そのためには自己表現(コ ミユ
ニケーション)することが大切であることなどを描くことで、「生きることの素晴らしさ」や「命の尊さ」
について考えていただ
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きたいと思います

`  |
声の出演 スタッフ

橋本 美佐子   彩色  ―   スタジオ・キヤツツ
藤丼  |=和  ‐ 撮影‐ |    リノヽテイシップ   ‐

森田  洗光   音響      本田  保則
吉崎   誠  ‐

音楽効果    スワラ:プロ
菊田‐ 武勝 ・  アフL/コ     タバックスタジオ
鳥潟  美佳   MA      スリーエス'ス タジオ
田中  静恵   フィルム現像  ヨコシネデイ=・ アイ・工=

林田俊平    松本  梨香   原作/脚本
坂本真樹    松来  未祐   監督

笛倉曇蒼    集層声ふぶリ
ー
‐ ‐糖昌菫詈

岡田健     森田 チアキ   原画|

先生      田中  敦子   動画

八百屋の主人  室園  丈裕   美術

校長先生    中   博史

販売価格 (消費税別途)

1 6mmフ ィリレム 150′ 000円
∨HSビデオ   55,000円

(学校価格 25′ 000円 )

プロデユ‐ス   鈴木 1光昭
製作協力   | リバテイシップ

シネアート

lll作        ∽アクシス  ‐

プロデューサー  大野  光司
総合進行     安部  知子

二宮  秀介

企画/北九州市・北九州市教育委員会   制作/帥アクシス 配給/Zゝ 末映株式会社教削 像部
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松本優大

「ためつ IJ「 えつ?J
「なんだよえらそうに |お まえのウサギじゃないんたそ !」

「それで黙つてたら誤解されるつて分かつたんだよね」 「坂本、毎日こんな大変なことやつて ,

「自分が思つてることはちゃんと言わなきゃ

誰もわかつてくれないよJ

ラスメー ト。俊平も副委員長を押し付けられるが、みんなは何かと口実

を作つては飼育当番をさぼる。何も言わず黙々とウサギの世話をする真

樹を見ながら、俊平は「どうして何も言わないんだろうJと 不思議に思う。

ある日、ウサギが一匹死んでしまい、真樹と俊平はみんなから責めら

れる。責任を感じて、ますます熱心にウサギの世話をするようになる真樹。
「自分がウサギを守らなければ」と決意した真樹の中で、何かが少しずつ

変わりはじめる。

しかし、赤ちゃんウサギを抱こうとしたクラスメー トを厳しく制した

ことが誤解を呼び、再び真樹はみんなからつまはじきにされてしまう…。

お求めは・・・
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|:=■1贔墓じ1曼湾穐麓在は以ひ
とりの子どもの人権を守る基礎であり、「自立と共生Jを

育成する上で欠くことは出来ません。

クラスの中で「どうせ自分なんか…」と劣等感をもち、

疎外感の中で、自分の言いたいこともはつきり自己主張

できない主人公の少女。転校生の少年は、そんな少女とク

ラスメー トの関わりをもどかしく思い、自らの体験を元

に「自分の言葉で表現することの大切さ」を訴えます。

それぞれの見方考え方が変わり、見つけた大切なもの。

それは、一体何だつたのでしようか。学級で考え話し合つ

てみてください。
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きていくことの素晴らしさ

「坂本、毎日こんな大変なことやつてたんだな 」

hokushin
はんこ


